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福井県⾃然保護センター周辺における⾃動撮影カメラによる中・⼤型哺乳類相調査 

 

國永知裕*1，2 

 

要旨：福井県北部にある六呂師⾼原の福井⾃然保護センター周辺において，2018 年 6 ⽉から 2019 年 6 ⽉までカメラ

トラップにより中・⼤型哺乳類動物相を調査した．調査地に 4 台のカメラを延べ⽇数 988 ⽇設置した結果，13 種の

哺乳類（イノシシ，アカギツネ，ニホンザル，ノネコ，ニホンジカ，ニホンノウサギ，タヌキ，ホンドテン，ニホン

カモシカ，ツキノワグマ，ニホンアナグマ，ハクビシン，ニホンリス）が撮影された． 

キーワード：カメラトラップ，ニホンジカ，イノシシ，⽩⼭ユネスコエコパーク 

  

Tomohiro KUNINAGA *1. 2020. Survey of large and medium-sized mammals using camera traps around the 

Fukui Nature Conservation Center in Rokuroshi Heights. Ciconia (Bulletin of Fukui Nature Concervation 

Center) 23:31-38. 

The large and medium-sized mammal fauna around the Fukui Nature Conservation Center in Rokuroshi Heights, 

in the northern part of Fukui Prefecture, Japan was surveyed using camera traps from June 2018 to June 2019. Four 

cameras were set up in study area and a total of 988 days were spent camera-trapping. Thirteen species of wild 

mammals were recorded by the cameras: Sus scrofa, Vulpes vulpes, Macaca fuscata, Felis catus, Cervus nippon, 

Lepus brachyurus, Nyctereutes procyonoides, Martes melampus, Capricornis crispus, Ursus thibetanus, Meles 

anakuma, Paguma larvata and Sciurus lis. 
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はじめに 

福井県⾃然保護センター（以下，⾃然保護センタ

ー）が位置する六呂師⾼原は，池ヶ原湿原や妻平湿原

など希少な湿原植⽣が残存し，県内の⽣物多様性保

全上の重要な地域である（福井県 1999）．また，六呂

師⾼原では古くから薪炭林や農地，採草地，⾺草場な

どとして地域住⺠によって利⽤及び維持管理される

ことで⼆次的⾃然環境が成⽴してきた．六呂師⾼原

を含む 4 県 7 市町にまたがる⽩⼭麓の⼭村地域は，

⾃然と調和した持続可能な発展を実現することを⽬

指し，2016 年に⽩⼭ユネスコエコパーク（以下，⽩

⼭ BR）移⾏地域に指定された．移⾏地域では⾃然と

調和した持続可能な発展が求められる⼀⽅で，その

⼤部分は中⼭間地域に位置し，⼈⼝減少が深刻であ

ることから，⼆次的⾃然環境において，利⽤機会の減

少や担い⼿不⾜等の問題により，管理放棄や獣害の

増加による⽣物多様性の低下が懸念されている．近

年，ニホンジカ Cervus nippon の分布拡⼤や⾷害が⽩

⼭ BR エリア内においても確認されており，ニホン

ジカの⽣息状況や森林植⽣等への被害に関する情報

を収集し，エリア全域で連携した対策を図ることが

求められている（⽩⼭ユネスコエコパーク協議会 

2019）．⽩⼭ BR 移⾏地域の福井県域においてもニホ

ンジカの⽣息密度の上昇が報告されている（福井県

2017）．また当該地域ではイノシシ Sus scrofa による

農作物被害や集落へのニホンザル Macaca fuscata の

出没が確認されている（⼤野市 2017）． 

しかしながら，六呂師⾼原周辺では哺乳類相につ

いての科学的な情報は不⾜している．そこで今後の

六呂師⾼原における野⽣動物保護管理の検討に必要

な基礎的知⾒を得る事を⽬的として，当該地域にお

いて⾃動撮影カメラを⽤いた中・⼤型哺乳類の⽣息

状況のモニタリング調査を実施した． 

 

調査地と調査方法 

調査地 

 調査は福井県⼤野市南六呂師に位置する神明⼭

（標⾼ 596m）周辺で実施した（図 1）．神明⼭は，⽩

⼭⼭系の経ヶ岳（標⾼ 1625m）の南⻄麓に広がる六

呂師⾼原に位置する⼩⾼い丘陵であり，⼀帯は⽩⼭

BR の移⾏地域に指定されている（⽩⼭ユネスコエコ

パーク協議会 2019）．周辺には⾃然保護センターと奥
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越⾼原⻘少年⾃然の家があり，本⼭はこれらの施設

が管理する⾃然観察の森やキャンプ場として利⽤さ

れている．神明⼭の主要な植⽣はコナラ Quercus 

serrataやアカマツPinus densiflora，イタヤカエデAcer 

mono，クリCastanea crenataなどから成る⼆次林であ

り，⼀部はスギCryptomeria japonicaの植林地となっ

ている．また北側の⼭麓には⾯積 0.2haの妻平湿原が

存在し，湿原内には県内有数のミツガシワ

Menyanthes trifoliata群落が⾒られる（福井県 1999）．

⼭麓周囲には集落があり，神明⼭周辺の⼟地は，農

地，牧場，スキー場等として利⽤されている．

この地域の年平均気温は 11.0℃，降⽔量は

2330.2mmである（気象庁 メッシュ平年値 2010）．11

⽉から 4⽉まで積雪があり，最⼤積雪深は 2〜3ｍに

達する．

六呂師⾼原は，⿃獣保護区に指定されており，狩猟

は⾏われていない．⼀⽅，被害防除を目的とした有害

⿃獣捕獲が⾏われているが，神明⼭を含む⾃然観察

の森では実施されていない．

調査⽅法

調査は 2018年 6⽉から 2019⽉ 6⽉に実施した．

本調査で使⽤した⾃動撮影カメラ（以下，カメラ）は，

ハイクカム SP108-Jおよび SP2である（株式会社ハ

イク，旭川市）．夜間撮影時の補助光として 940nm⾚

外線を照射するノーグロータイプのカメラである．

カメラは，林内の４箇所に 1台ずつ，地上⾼ 1〜1.5m

の⾼さで，地⾯に対して斜⾯傾斜角に平⾏よりやや

下を向くように，ツリーマウントを介してナイロン

ベルトを⽤いて⽴⽊の樹幹に固定した．カメラは，⼀

度の撮影で静⽌画の直後に30秒間の動画が撮影され

る設定とした．また次の撮影までのインターバルは

30秒間とした．

カメラの設置は 2018年 6⽉ 5⽇以降に⾏い，2019

年 6⽉ 2⽇までに順次回収し，稼働期間はカメラに

よって異なった．調査期間中に 3〜5回，記録メディ

アとバッテリーの交換などの管理を⾏った．

撮影された静⽌画および動画から，撮影⽇時を記

録し，撮影された野⽣動物（哺乳類もしくは⿃類）を

判別した．また，ニホンジカは，可能な限り雌雄を識

別し，幼獣や識別困難な成獣は性不明として扱った．

同⼀時刻の静⽌画と動画の組み合わせを 1 件の撮影

イベントとして記録した．1件の撮影イベントで複数

頭撮影された場合には，撮影された頭数を撮影回数

としてカウントした．同⼀個体の重複カウントを避

けるため，30分以内に同種が撮影された撮影イベン

トは，重複イベントとみなして解析から除外した．た

だし，個体サイズやツノの有無などの外⾒的な特徴

から確実に別個体と判断できた場合には別の撮影イ

ベントとして扱った．撮影された哺乳類の和名，学名

はOhdachi et al. （2009）に従った．相対的な撮影頻

度を⽐較するため，1 台のカメラを 100 ⽇間作動さ

せた場合の撮影回数である撮影頻度指数（RAI: 

Relative Abundance Index）を次式によって算出した

(O’Brien et al. 2003)．RAIは全体のほか，種ごと，あ

るいは⽉ごとにも算出して⽐較した．

撮影頻度指数RAI =（撮影回数[回]／カメラ稼働⽇数

[⽇]）×100[⽇] 

結果

調査期間中の延べ撮影⽇数は計 988 カメラ⽇であ

った．総撮影回数は 2467回で，野⽣動物の撮影イベ

ントは 1282回であった．このうち重複イベントを除

いた有効撮影イベントは 1111回であった．表 1は，

本調査で確認された野⽣動物とその撮影頻度指数

RAI を⽰したものである．確認された野⽣動物は，

哺乳類が 13 種，⿃類が 4 種であった．種別の RAI

は，イノシシ（写真 1）が最も多く，有効撮影イベン

ト全体の 21.4%を占めた．次いでアカギツネ Vulpes 

vulpes（写真 2），ニホンザル（写真 3），ノネコFelis 

catus（写真 4），ニホンジカ Cervus nippon（写真 5），

ニホンノウサギ Lepus brachyurus，（写真 6），タヌキ

図1 調査地周辺の地形図（地理院地図）．



 

Nyctereutes procyonoides（写真 7），ホンドテン Martes 

melampus（写真 8），ニホンカモシカ Capricornis 

crispus（写真 9），ツキノワグマ Ursus thibetanus（写

真 10），ニホンアナグマ Meles anakuma（写真 11），

ハクビシン Paguma larvata（写真 12）およびニホン

リス Sciurus lis（写真 13）の順であった．また，野⽣

動物が写っているものの映像が不鮮明であるものや，

⼀部のみが写っているため種を識別できない撮影イ

ベントが 90 件あった． 

図 2 は，ノネコを除く哺乳類の RAI の季節変化を

⽰したものである．ニホンジカとイノシシは，1 ⽉を

除く全期間で撮影され，特に秋季に多く撮影された．

イノシシの RAI は 9 ⽉が最も⾼く，ニホンジカの

RAI は 10 ⽉が最も⾼かった．ニホンジカのオスの撮

影イベントは 9 ⽉から 12 ⽉は，オスの RAI が⾼く

に集中した．ツキノワグマは６⽉から８⽉に多く撮

影され，１⽉以降は撮影されなかった．ニホンザル

は，6 ⽉，7 ⽉，10 ⽉，5 ⽉に群れが集中して撮影さ

れ，⼀度に 12 頭が確認されることもあった．RAI は

10 ⽉に最も⾼かった．アカギツネは全期間で撮影さ

れ，RAI は 11 ⽉が最も⾼くなった．ニホンノウサギ

は，7 ⽉を除き全期間で撮影された．RAI は秋から春

に⾼く，2 ⽉に最⼤となった．ニホンカモシカは，1，

2 ⽉を除く全期間で撮影された．RAI は期間を通して

低く，8 ⽉に最⼤となった．タヌキは，1 ⽉と５⽉を

除く全期間で撮影され，RAI は10 ⽉が最も⾼かった．

ニホンアナグマは，6 ⽉から 11 ⽉にかけて撮影され

たが，撮影頻度は低かった．ホンドテンは，無雪期，

積雪期ともに確認された．RAI は 12 ⽉と 1 ⽉が最も

⾼かった． 

調査期間中の調査地の⽇の出は4 時36 分から7 時

5 分，⽇の⼊りは 16 時 39 分から 19 時 15 分の間で

季節変動した（付図）．ホンドテン，タヌキ，ニホン

ノウサギ，ハクビシンの撮影イベントは夜間に集中

していた．イノシシ，ニホンジカは，夜間の撮影が多

いが、⽇中にも撮影された．⼀⽅，ニホンザル，ツキ

ノワグマ，ニホンリスの撮影イベントは⽇中に集中

していた．アカギツネ，ニホンアナグマ，ニホンカモ

シカは，昼夜に関係なく撮影された． 

 

考察 

六呂師高原周辺の中・大型哺乳類相 

福井県では， 45 種の哺乳類の⽣息が確認されてお

り（福井県 2016），⾃動撮影カメラでは撮影や判別が

困難なネズミ類やモグラ類，コウモリ類などの⼩型

種やノネコ，ノイヌ Canis lupus を除くと本調査地で

記録される可能性の⾼い野⽣の哺乳類は 14 種（タヌ

キ，ホンドテン，ニホンノウサギ，ニホンアナグマ，

イノシシ，アカギツネ，ニホンジカ，ニホンイタチ

Mustela itatsi，ハクビシン，ニホンザル，ツキノワグ

マ，ニホンカモシカ，ムササビ Petaurista leucogenys，

ニホンリス）である．本調査では，このうちニホンイ

タチ， 
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表 1  種ごとの撮影回数と撮影頻度指数（RAI）および撮影イベントあたりの最大個体数.

種名 撮影回数 ％ RAI 最大個体数

哺乳類 イノシシ Sus scrofa 238 21.4 24.1 8

アカギツネ Vulpes vulpes 209 18.8 21.2 1

ニホンザル Macaca fuscata 171 15.4 17.3 12

イエネコ Felis catus 81 7.3 8.2 2

ニホンジカ Cervus nippon 74 6.7 7.5 3

ニホンノウサギ Lepus brachyurus 70 6.3 7.1 2

タヌキ Nyctereutes procyonoides 70 6.3 7.1 1

ツキノワグマ Ursus thibetanus 32 2.9 3.2 1

ホンドテン Martes melampus 18 1.6 1.8 1

ニホンアナグマ Meles anakuma 16 1.4 1.6 1

ニホンカモシカ Capricornis crispus 13 1.2 1.3 1

ハクビシン Paguma larvata 12 1.1 1.2 2

ニホンリス Sciurus lis 5 0.5 0.5 1

不明 90 8.1 9.1

鳥類 キジバト Streptopelia orientalis 9 0.8 0.9 1

キジ Phasianus colchicus 1 0.1 0.1 1

カケス Garrulus glandarius 1 0.1 0.1 1

ハシボソガラス Corvus corone 1 0.1 0.1 1

総計 1111 100 112.4

撮影回数

ノネコ

％ RAI 最大個体数
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図２ 各哺乳類の撮影頻度指数（RAI）の季節変化．

ニホンアナグマ ニホンカモシカ ハクビシン ニホンリス
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写真１ イノシシ Sus scrofa 写真２ アカギツネ Vulpes vulpes 写真３ ニホンザル Macaca fuscata

写真４ ノネコ Felis catus 写真５ ニホンジカ Cervus nippon 写真６ ニホンノウサギ Lepus brachyurus

写真７ タヌキ Nyctereutes procyonoides 写真８ ホンドテン Martes melampus 写真９ ニホンカモシカ Capricornis crispus

写真10  ツキノワグマ Ursus thibetanus 写真11 ニホンアナグマ Meles anakuma 写真12 ハクビシン Paguma larvata

写真13 ニホンリス Sciurus lis
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ムササビを除く 12 種を撮影することができた． 

ある地域の中・⼤型哺乳類相把握に必要な調査努

⼒量は 200〜300 カメラ⽇程度とされている（⾦⼦ほ

か 2009）．本調査はこの基準を充⾜する．今回確認さ

れなかった種は⽐較的⽣息密度が低いと考えられる

ため，これらの種を記録するためには，ムササビでは

樹上や樹洞，ニホンイタチでは⽔辺周辺など利⽤頻

度の⾼い環境を対象にカメラの設置を⾏うことが有

効である． 

確認された哺乳類の RAI は季節変動を⽰した．最

も多く撮影されたイノシシは，9 ⽉をピークに急増

し，冬から初夏までは少なく 12 ⽉末から 2 ⽉までは

全く確認されなかった．9 ⽉，10 ⽉にイノシシの RAI

が最⼤となるパターンは，⽯川県七尾市および中能

登町でも確認されている（⼩⾕ほか 2016）．秋季に堅

果を供給するブナ科の落葉広葉樹⼆次林は，イノシ

シの⽣息にとって好適な環境であることが知られて

いる（⼩寺ほか 2001）．本調査地にはコナラやクリが

多く⽣育しており，中でもクリはブナ科樹⽊の中で

は堅果落下時期が早い（広⽊・松原 1982）．神明⼭周

辺では 9 ⽉中旬以降クリの堅果への⾷痕が多く確認

されており（國永私信），堅果への採⾷⾏動の活発化

に伴って RAI が上昇したと考えられた．また，イノ

シシは多雪地帯では⾏動が制限されるため（常⽥・丸

⼭ 1980），積雪を避けた⾏動圏の変化に伴い，RAI が

低下したと推察される． 

ニホンジカは，イノシシと類似した RAI の季節変

動を⽰した．ニホンジカで確認された 10 ⽉の RAI の

増加はオスによるものであった．⽥中ほか（2017）は，

⻑野県伊那市において同様のパターンを報告してい

る．ニホンジカのオスは，繁殖期のピークを迎える

10 ⽉には活動が活発になり，それまで過ごしていた

グループを離れることや，⼗分に成熟した個体が⼀

時的にナワバリを形成することが知られている（⾼

槻 2006）．本調査でも繁殖に伴う⾏動圏の変化により，

10 ⽉にオスの撮影頻度が最も⾼い値を⽰した可能性

が考えられた． 

ニホンジカは，積雪深が 50cm を越えると⾏動が制

約されるため，かつては積雪の多い地域には分布し

にくい，あるいは冬季には積雪の少ない低地などへ

⻑距離移動すると考えられてきた（丸⼭ 1981，

Takatsuki et al. 2000）が，⽇本海側の多雪地域におい

ても局地的に積雪が少ない場所での越冬が確認され

ている（福⽥・⾼柳 2008）．筆者は，積雪期に約 2km

離れた標⾼約 300m の地点で夜間にニホンジカの成

獣を複数回⽬撃している（國永知裕 私信）．積雪期

は，近隣の積雪が少ない場所へ⼩規模な移動や局所

的に雪の少ない環境を利⽤することでこの地域で越

冬している可能性がある．調査を実施した 2018 年か

ら 2019 年の冬季の最⼤積雪深は平年に⽐べ少ない

90cm となり，3 ⽉中旬には消雪を迎えた．消雪後の

2019 年 3 ⽉ 26 ⽇にニホンジカがエゾユズリハ

Daphniphyllum macropodum var. humileの葉を採⾷する

様⼦が確認された．消雪直後の落葉広葉樹や草本類

の開葉前にはエゾユズリハやヒメアオキ Aucuba 

japonica var. borealis，ハイイヌガヤ Cephalotaxus 

harringtonia var.nana など常緑低⽊を利⽤することで

⽣活していると考えられる． 

ニホンザルは，複数回に渡り短期間に集中して群

れが撮影されたため，断続的に⾼い RAI を⽰した．

これまでこの地域での群れの記録はないが（福井県

2015），本調査の結果は，六呂師⾼原を⾏動圏に含む

群れの存在を⽰している． 

ツキノワグマは 6 ⽉に RAI ⾼かった．この時期は

ツキノワグマの分散期と繁殖期に重なり，若い個体

やオスの成獣の⾏動圏の拡⼤が，撮影頻度の上昇に

影響した可能性がある． 

アカギツネやタヌキで認められた秋や冬に RAI が

⾼くなる傾向は他の調査事例でも報告されており

（⽔⾕ 2019；⽔⾕・三ツ橋 2018；島⽥ 2010；塚⽥ほ

か 2006），これらの種の⼀般的な⾏動パターンの季節

変化を⽰している可能性がある． 

ハクビシンは RAI が低かったが，年間を通して確

認された．本種は移⼊種として知られ，全国で分布が

確認されている（国⽴環境研究所 2011）．福井県にお

けるハクビシンの⽣息は，1981 年に初確認され，以

降分布が拡⼤している（池⽥ほか 1992）．本種による

⽣態系への影響の詳細は不明であるが，今後⽣息の

動向を注視する必要がある． 

 

増加する大型哺乳類による六呂師高原の生態系への影響 

ニホンジカの⾷害による⽣態系被害は全国で⼤き

な問題となっている（Takatsuki 2009.）．⽩⼭ BR にお

いてもニホンジカの侵⼊は脅威となっている（安藤

2016）．本調査により，⽩⼭ BR 移⾏地域に位置する

六呂師⾼原においても積雪期を除くニホンジカの⽣
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息が明らかとなった．第４期福井県第⼆種特定⿃獣

管理計画（ニホンジカ）（福井県 2017）によると，六

呂師⾼原の南に隣接する調査区画では，2013 年以降

ニホンジカの糞塊密度が急増したことが⽰されてお

り，近年⽣息密度の増加が指摘されている．ニホンジ

カは，オスが先⾏して新たな⽣息地へ分散する傾向

があり，分布域拡⼤の初期はオスの⽐率が⾼く（遅滞

相），その後メスの⽐率が⾼く（増加相）なることが

明らかになっている（浅⽥ 2013）．本調査では，繁殖

期を中⼼にメスに⽐べオスが多く撮影されたが，期

間を通してメスや幼獣も確認されており，六呂師⾼

原においても今後急激に個体数が増加する可能性が

ある．  

六呂師⾼原では，ミズチドリ Platanthera hologlottis

など，残存する湿原を県内唯⼀の⾃⽣地とする種が

複数確認されており，県内の⽣物多様性保全上極め

て重要な地域である．湿原に⽣育する希少種へのニ

ホ ン ジ カ の ⾷ 害 は 各 地 で 問 題 に な っ て い る

（Takatsuki2003）．辻野ほか（2007）は，京都市の深

泥池湿原において，ミツガシワやカキツバタ Iris 

laevigata へのニホンジカの嗜好性が⾼いことを報告

している．これら 2 種は六呂師⾼原の湿原にも⽣育

しており，今後その保全に留意する必要がある．ま

た，本調査の結果，六呂師⾼原ではイノシシが⾼い密

度で⽣息することが明らかとなった．イノシシは採

餌の際に地表の掘り起こしを⾏うため，⽣息密度が

⾼い地域では，強度の⼟壌撹乱に伴い植⽣に深刻な

影響を及ぼすことが懸念されている（⽔⾕ 2019；中

本・遠藤 2016）． 

本調査では直接湿原での撮影は⾏なっていないが，

調査地から 200m 以内には妻平湿原が存在する．ま

た調査地から 1.6km 離れた六呂師⾼原内の池ヶ原湿

原（標⾼ 609m）において 2017 年から 2018 年に実施

したカメラトラップ調査では，既に湿原内でニホン

ジカとイノシシの⽣息が確認されている（國永未発

表データ）．六呂師⾼原においては，⼩規模な湿原環

境に，希少種が極限的に分布するため，ニホンジカや

イノシシの定着は，希少種の⽣育に重⼤な影響を与

える可能性が⾼い． 

今後，ニホンジカやイノシシの⽣息状況や植⽣へ

の影響のモニタリングを継続するとともに，その管

理と⽣物多様性の保全に関する計画をあらかじめ策

定することが必要であると考えられる． 
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